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底質資料に認められ
る粒度の経年変化

1959年
12月17-23日
鎌田 (1967)

1979年9-11月
木下ほか (1980)

2001年11月6-7
日~2002年5月・
10月 秋元ほか
(2003)

2001年11月6-7
日~2002年5月・
10月 秋元ほか
(2003)

1979年9-11月
木下ほか (1980)

•　粗粒堆積物は沖合に，細粒
堆積物は沿岸に分布する．
•　全域で，細粒化している．



含泥率の経年変化

湾軸に沿って，泥の分布が拡大

1979年 1997年 2001-2003年
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研究内容

　地形，底質および底層流の経年変化を明らかにするため
に，D-GPS (トリンブル社製，測地系WGS84)を用いて，1978
̶1980年に音響調査が実施された測線を再調査した．千本
木電気社SH-20 (7kHz，200kHz)を用いて地形および底質の
音波断面を作成し，サイドスキャンソナー (ビジオテックス
社，330kHz，800kHz)で海底面の状態を調査した．

　底質の物性と音響特性を把握するために，3地点で潜水に
より不擾乱の堆積物柱状試料を採集し，210Pbおよび137Cs年
代の測定，ソフトX線による層相解析および密度等の物性な
どを分析した．



航跡図 (2007.9.25-9.27)
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木下ほか (1979)と同一測線

建設省国土地理院 (1979，1985)と同一測線



音波断面に認められた砂の層準 (緑川沖：K1)



ダイバーによる試料採集



コアの分割



底質の物理的特徴 (緑川沖：K1)

Midorikawa (K1)
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資料に見られる粒度変化
 (1950-60年代前半：泥の堆積)

K-st.3

K-st.12

K1

K2

1963年 (地学団体研究会，1965)

K-st.3

K-st.12

K1

K2

K-st.3

K-st.12

K1

K2

1958年 (鎌田，1967)



資料に見られる粒度変化 (1970年代後半：砂の堆積)

K-st.3

K-st.12

K1

K2K-st.3

K-st.12

K1

K2

K-st.3

K-st.12

K1

K2

1979年 (木下ほか，1980)

1978年 (建設省国土
地理院，1979)

1984年 (建設省国土
地理院，1985)



K1-K2-St.12で連続して観察された強反射面 (砂層)に累
重する泥質堆積物の分布の北限 (赤線)

 

海底面

強反射面
(1970年頃から
堆積した貝殻ま
じりの砂層)

K1

K2

St.12

St.3



懸濁物と重金属の分布

沿岸水と外洋水
の境界で堆積

沿岸水と外洋水
の境界で濃度が
高い

1979年 (築堤の10年
前)でも，河川から離
れた湾口部で懸濁物
が多い．
→現在でも同じメカニ
ズムで懸濁物が流入
している．



底質中の含泥率と強熱減量の分布 (2005-2007年)

有明海全域において，含泥率の分布と強熱減量の分布は類似する．

含泥率 (%) 強熱減量 (%)

(楠田哲也先生・伊豫岡宏樹先生未公表資料)



シミュレーションによる潮汐流動特性

Fig. 1b Location of 3 sediment cores and relation
with the boundary of the coastal and open sea
water.

◎K1

◎K-st3

◎
K-st12

Sept.-Oct. 1979
(Surface)

May. 2003
(5m water depth)

Mud with strong
hydrosulfide odor

Mud overlay coarse
sand with many shell
fragments

River Midorikawa

River Shirakawa

Kumamoto City

River Kikuchigawa

◎K2

Fig. 1b  Location of 4 core
samples and relation with the
boundary of the coastal and
open sea water masses.

O-St.54&3

O-St.2&7

Fig. 1a 3D simulation of tide-induced residual
current (left: horizontal view, right: vertical view)

River Kikuchigawa

River
Midorikawa

River
Shirakawa



濃度のピークは北北東ー南南西の方向
→潮目に一致
1年で硫化水素臭も急減
→有機物量の変化
(CH2O)106(NH3)16H3PO4 + SO42- →
                                            106HCO3- + 53H2S + 16NH3 + H3PO4
(CH2O)106(NH3)16H3PO4 + 14H2O →
                             39CO2 + 14HCO3- + 53CH4 + 16NH4+ + HPO42-

濃度の高い場所が点在
→渦流による局所的な濃集

 



白川沖堆積物の強熱減量(%)の経年変化
(熊本開発研究センター1978-1999)
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海水の化学的特性の経年変化 (代田・近藤，1985)

有明海南部で
は， CODが
1980年に急減

窒素は周期的に変化
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水質・底質調査の現状



定点におけるサンプリング調査法の問題点

• 試料の採集機器や期間が異なるため，調査結果がばらつ
き，単純に比較できない．

• 定点間の情報は得られず，推定しかない．

• 地点および調査数を増やせば，長期間の調査になる．このた
め，同一の環境条件下の情報は得られない．

• 夜間作業ができないため，夜間の環境情報が欠損している．

　(観測櫓・ブイによる観測でも，その地点の情報に限られ，各
地点の関連は直接わからない．)

• 音響解析による連続した海底環境の情報の収集
 (水質・底質・生物種など実態の把握が必要)
• 自律型観測機器による時空的に連続した水質情報の収集
 (国内では４研究機関(東大，電中研，JAMSTEC，琵琶湖博)が
所有)



世界最先端の生物生息環境音響解析設備
-熊本大学沿岸域環境科学教育研究センターに配備-
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浅海の連続調査・観測で
必要な機能は？

(平成21年度補正予算 施設整備補助金：最先端設備，ライフサイエンス分野)



熊本大学に配備される生物生息環境音響解析システム構成図



自律型環境モニタリングロボット
(AUV : autonomous underwater vehicle)の概要

”自律型環境モニタリングロボット”は，水中における多項目の環境因子の同時観測と，プログラムに従って測線・ポイントを潜航し
て，昼夜を問わず連続して環境情報を収集できます．環境の時系列解析を4次元可視化することもできるので，自律型ロボットは世
界最先端の環境研究で利用されています．熊本大学のロボットは，その中でも世界最高水準のセンサー数と精度を有しています．


